
（第１号様式）

 公益社団法人　和歌山県スポーツ協会

 　会　長　 宮　﨑　　泉　様

所  在  地

団  体  名　

代表者名　

１　補助金交付申請額 円

２　トップアスリート育成事業実施計画書

３　収　支　予　算　書　

１部　　　

氏名

連絡先

E-mail

　令和●年度において、トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事
業）を実施したいので、公益社団法人和歌山県スポーツ協会トップアスリート育
成事業費（ジュニア・少年・成年強化事業）補助金交付要綱第４条の規定によ
り、関係書類を添えて申請します。

記

令和●年度トップアスリート育成事業費

（　ジュニア ・ 少年 ・ 成年強化事業　）

種別【少年男子】　実施回数【第　１　回　～　第　４　回】

補　助　金　交　付　申　請　書

●●　●●

222-222-222

wakayama@E-mail

記載責任者

会長

和歌山県●●協会（連盟）

第　　　　　号

令和●●年●●月●●日

●●●●●●

800,000

●●　●●

申請日は必ず事業開始日より前の日付
※原則、事業開始日の３週間前までに申請
事業開始日が４月１日の場合、申請日も４月１日

記載責任者を明記することで押印が不要

記載責任者は、原則、補助対象になっていない者かつ競技団
体内の予算を把握している者としてください。（交付申請書及
び実績報告書に関し疑義が生じた場合は記載責任者にお問
い合わせさせていただきます。）



（第２号様式）

回 事業名 期日 事業内容

4/19(土) 所在地 ●●県●●市 所在地 指導者 2 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 10 名

4/20(日) 会場名 ●● 宿舎名 計 12 名 ＴＥＬ 111-111-111

5/1(木) 所在地 ●●県●●市 所在地 指導者 2 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 10 名

10/31(金) 会場名 ●● 宿舎名 計 12 名 ＴＥＬ 111-111-111

5/23(金) 所在地 ●●県●●市 所在地 ●●県●●市 指導者 1 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 8 名

5/25(日) 会場名 ●● 宿舎名 ●● 計 9 名 ＴＥＬ 111-111-111

7/5(土) 所在地 ●●県●●市 所在地 ●●県●●市 指導者 1 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 8 名

7/6(日) 会場名 ●● 宿舎名 ●● 計 9 名 ＴＥＬ 111-111-111

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

選　手 名

会場名 宿舎名 計 名 ＴＥＬ

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

～ 選　手 名

会場名 宿舎名 計 名 ＴＥＬ

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

～ 選　手 名

会場名 宿舎名 計 名 ＴＥＬ

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

～ 選　手 名

会場名 宿舎名 計 名 ＴＥＬ

1

2 合同練習会

事業担当者

県外大会

種別合同での県内合宿を実施する。

毎週●曜日、●曜日実施（計●回）

●●県選抜チームとの練習試合。
試合会場は、近ブロの試合会場であり近ブロを想定した
強化事業を実施する。

●●大会
出場選手：１００ｍ　●●、走り高跳　●●

県内合宿

3

4

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）実施計画書

場所 宿舎名 参加人員

県外遠征

プルダウンから選択

年/月/日を入力すると自動で曜日が
表示されます。
例）2026/4/1と入力すると4/1(水)

と表示される

指導者数と選手の人数を入力す
ると自動で合計値が表示される できるだけ詳細に記入

宿泊費を計上する場合は必ず記入
申請時点では「未定」でも可



（第２号様式の２）

第1回 第2回 第3回 第4回 第　回 第　回 第　回 第　回 第　回 第　回

1 ● ○ ○ ○ ○

2 ● ○ ○

3

4

5

1 ● 3 ○ ○ ○ ○

2 ● 3 ○ ○ ○ ○

3 ● 3 ○ ○ ○ ○

4 ● 3 ○ ○ ○ ○

5 ● 3 ○ ○ ○ ○

6 ● 3 ○ ○ ○ ○

7 ● 3 ○ ○ ○ ○

8 ● 2 ○ ○ ○ ○

9 ● 2 ○ ○

10 ● 2 ○ ○

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

指　　導　　者　　・　　参　　加　　者　　名　　簿

氏　　　　名

株式会社●●

和歌山県立●●高等学校

和歌山県立●●高等学校

和歌山県立●●高等学校

和歌山県立●●高等学校

和歌山県立●●高等学校

和歌山県立●●高等学校

和歌山県立●●高等学校

和歌山県立●●高等学校

和歌山県立●●高等学校

参加状況（参加者○印）

●●　●●

●●　●●

●●　●●

●●　●●

●●　●●

●●　●●

●●　●●

●●　●●

番号 年齢 学年

●●　●●

●●　●●

●●　●●

●●　●●

勤務先又は学校名

和歌山県立●●高等学校

和歌山県立●●高等学校

指
導
者

参
　
　
　
　
加
　
　
　
　
者

対象者はプルダウンから○を選択

補助対象者であるか確認（対象者以外は記載しない）
成年・少年…競技団体が指定する強化指定選手のみ
ジュニア…補助対象者の制限なし（学年は概ね小４～中３が対象）
※補助対象人数の上限は少年・成年種別に準ずる（体験・発掘を除く）



（第３号様式）

１．　収入の部

第　１　回 第　２　回 第　３　回 第　４　回 第　　　　　回 第　　　　　回 第　　　　　回 第　　　　　回

800,000 35,000 167,000 458,000 140,000

41,400 400 18,000 18,000 5,000

841,400 35,400 185,000 476,000 145,000 0 0 0 0

２．支出の部

第　１　回 第　２　回 第　３　回 第　４　回 第　　　　　回 第　　　　　回 第　　　　　回 第　　　　　回

584,400 5,400 0 468,000 111,000 0 0 0 0

（交　通　費） 305,400 5,400 252,000 48,000

（宿　泊　費） 279,000 216,000 63,000

43,000 35,000 8,000

10,000 10,000

180,000 30,000 150,000

24,000 24,000

0
ｼﾞｭﾆｱ種別における体験教室
等のﾁﾗｼ等作製に限り対象

841,400 35,400 185,000 476,000 145,000 0 0 0 0

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）収支予算書

科目

県スポーツ協会補助金

負　　　担　　　金

事　　　　　　　業　　　　　　　別　　　　　　　予　　　　　　　算　　　　　　　額
予算総額 備　　　　　　考

合　　　　　　計

科目

旅　　　　　　費

予算総額
事　　　　　　　業　　　　　　　別　　　　　　　予　　　　　　　算　　　　　　　額

備　　　　　　考

合　　　　　　　計

消  耗  品  費

通信運搬費

印刷製本費

使用料及び賃借料

参加費

色付きのセルのみ入力
（色なしセルは自動で表示されます）

色付きのセルのみ入力
（色なしセルは自動で表示されます）

県スポーツ協会補助金の予算総額＝交付申請額
対象外経費は負担金に計上

「収支予算書積算内訳（第3号様式の2）」で積算し
た金額を科目毎に記載

旅費＝交通費＋宿泊費
（交通費と宿泊費の合計が自動で表示されます）

各事業の「収入の部」と「支出の部」の予算額合計は
同額になります。同額でない場合、自動でセルが黄色
になります



（第３号様式の２）　　　　　

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）収支予算書積算内訳

回数 回数積算内訳 積算内訳

第
4
回

【交通費】5,400円
　７５㎞×２０円×２（往復）＝3,000円
　６０㎞×２０円×２（往復）＝2,400円
　（うち４００円負担金）

【使用料及び賃借料】　●●体育館使用料　30,000円

【消耗品費】35,000円
　飲料水、氷　5,000円
　ボール　@1,000円×３０個＝30,000円
　（うち18,000円負担金）

【使用料及び賃借料】　●●体育館使用料　@2,500円×6か月＝150,000円

【交通費】
　ＪＲ（和歌山～●●）
　14,000円×２（往復）×９人＝252,000円

【宿泊費】　@12,000円×２泊×９人＝216,000円
　　　　　　　　（うち上限額超過分の@1,000円×２泊×９人＝18,000円負担金）

【消耗品費】　飲料水、氷　5,000円

【交通費】　レンタカー　48,000円
　　　　　　　　（うち5,000円負担金）

【宿泊費】　@7,000円×１泊×９人＝63,000円

【通信運搬費】　競技用具輸送　10,000円

【参加費】　@3,000円×８人＝24,000円

第
1
回

第
2
回

第
3
回

第

回

第

回

第

回

第

回

＊科目毎の積算内訳を具体的に記載（対象経費の詳細は別表を参照）
＊収支予算書（第３号様式）に記載した金額と同じになっている確認
＊どの科目でいくら負担金があるのか記載

〈交通費〉
・ＪＲ、航空機、フェリー等、交通手段を記載
・駐車場代は交通費に計上
・自家用車燃料費は、「運転者最寄駅～会場最寄駅の営業数×２０円×回数」を記載
・現地でレンタカーを借りた場合の燃料費は対象外
・タクシーは対象外
〈宿泊費〉
・「単価×泊数×人数」を記載
・１人１泊11,000円（２食付）が上限
・３食付きの場合、昼食代は対象外となるため負担金とする
〈消耗品費〉
・競技用の消耗品、飲料水（氷含む）のみ対象
※個人の私物になるようなもの（スパイク、ユニフォーム等）は対象外
・内示額の２０％が上限（詳細は別表参照）
〈通信運搬費〉
・用具の運搬のみ対象
※個人の荷物（衣類等）は対象外
・１事業について60,000円が上限（詳細は別表参照）
〈使用料及び賃借料〉
・会場使用料、用具等の賃借料（駐車場代は交通費に計上）
・借り上げバス、レンタカー等に係る賃借料
〈参加費〉
・内示額の２０％が上限
〈印刷製本費〉
・ジュニア種別の教室開催に伴うチラシ等作成に限り対象



（第３号様式の３）

運転者

の自宅最寄駅

会場所在地 ① ●●　●● ●●市●● ●● ①
対人　無制限
対物　無制限

75 ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ●● ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ●●　●● ●●市●● ●● ①
対人　無制限
対物　無制限

60 ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ●● ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ①
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ①
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ①
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

●●県●●市

備　　　考

自家用車運転者名簿

1

1

場　　　　所 運転者名回 運転者住所

●●県●●市

自家用車保険

（任意保険）の内容 から会場最寄駅の営業距離

運転者自宅の最寄駅

※　運転者自宅の最寄り駅から会場最寄駅の営業距離がわかる資料を添付してください。

※　自家用車の台数は、事業参加人数を５で除した台数を上限とする。（端数切り上げ）

Yahoo路線等で距離を確認
対象となるのは、通常とりうる最短距離
記載する距離は片道の距離
（距離数のわかる資料を添付）
小数点以下切り捨て

「指導者・参加者名簿（第２号様式の２）」
に記載されている人物か確認

会場最寄駅、運転者の自宅最寄駅は、それぞ
れの住所を基にインターネットで調べる



（第４号様式）

 公益社団法人　和歌山県スポーツ協会

 　会　長　 宮　﨑　　泉　様

所 在 地

団 体 名　

団体長名

１　変更の内容 　　　　　　　

円

円

円

２　変更理由

３　添付資料　

　（１）変更後の事業計画書

　（２）変更後の収支予算書

氏名

連絡先

E-mail

第　　　　　号

令和●年度トップアスリート育成事業費

（　ジュニア ・ 少年 ・ 成年強化事業　）

1,000,000

　（１）交付決定済額

令和●●年●●月●●日

　（３）変更交付申請額

●●●●●●

●●　●●

種別【少年男子】　実施回数【第　１　回　～　第　５　回】

会長

和歌山県●●協会（連盟）

　令和●年●月●日付け和ス協第●号で交付決定を受けた標記補助金につい
て、下記のとおり変更交付を受けたいので、公益社団法人和歌山県スポーツ協
会トップアスリート育成事業費（ジュニア・少年・成年強化事業）補助金交付要綱
第７条第１項の規定により、関係書類を添えて申請します。

記

補　助　金　変　更　交　付　申　請　書

記載責任者

●●　●●

222-222-222

wakayama@E-mail

第３回事業内容（期日）の変更及び第５回事業の追加

800,000

　（２）今回増減額 200,000

変更申請日は必ず変更申請対象事業の開始日より前の日付
記載例の場合は、第３回事業の開始前に変更手続きが必要

記載責任者は、原則、補助対象になっていない者かつ競技団
体内の予算を把握している者としてください。（交付申請書及
び実績報告書に関し疑義が生じた場合は記載責任者にお問
い合わせさせていただきます。）

記載責任者を明記することで押印が不要



（第５号様式）

回 事業名 期日 事業内容

4/19(土) 所在地 ●●県●●市 所在地 指導者 2 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 8 名

4/20(日) 会場名 ●● 宿舎名 計 10 名 ＴＥＬ 111-111-111

5/1(木) 所在地 ●●県●●市 所在地 指導者 2 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 10 名

10/31(金) 会場名 ●● 宿舎名 計 12 名 ＴＥＬ 111-111-111

6/20(金) 所在地 ●●県●●市 所在地 ●●県●●市 指導者 1 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 7 名

6/22(日) 会場名 ●● 宿舎名 ●● 計 8 名 ＴＥＬ 111-111-111

7/5(土) 所在地 ●●県●●市 所在地 ●●県●●市 指導者 1 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 8 名

7/6(日) 会場名 ●● 宿舎名 ●● 計 9 名 ＴＥＬ 111-111-111

8/6(水) 所在地 ●●県●●市 所在地 ●●県●●市 指導者 1 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 8 名

8/8(金) 会場名 ●● 宿舎名 ●● 計 9 名 ＴＥＬ 111-111-111

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

～ 選　手 名

会場名 宿舎名 計 0 名 ＴＥＬ

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

～ 選　手 名

会場名 宿舎名 計 0 名 ＴＥＬ

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

～ 選　手 名

会場名 宿舎名 計 0 名 ＴＥＬ

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）変更実施計画書

場所 宿舎名 参加人員 責任者

1 県内合宿 種別合同での県内合宿を実施する。

2 合同練習会 毎週●曜日、●曜日実施（計●回）

3 県外遠征

●●県選抜チームとの練習試合。
試合会場は、近ブロの試合会場であり近ブロを想定した
強化事業を実施する。
【変更内容】相手先との調整の結果、期日を変更

4 県外大会
●●大会
出場選手：１００ｍ　●●、走り高跳　●●

5 県外遠征
●●県選抜チームとの練習試合。
試合会場は、国スポの試合会場であり国スポを想定した
強化事業。

プルダウンから選択

年/月/日を入力すると自動で曜日が
表示されます。
例）2026/4/1と入力すると4/1(水)

と表示される

指導者数と選手の人数を入力す
ると自動で合計値が表示される

宿泊費を計上する場合は必ず記入
申請時点では「未定」でも可

既存事業の当初計画が変更する
場合は、変更内容を記載

◆申請が必要な変更内容
・当初の交付申請額から増額する場合、又は３割を超えて減額する場合
・当初の交付申請額から補助金の額は変わらないが、科目が追加される場合
（事例）当初【交通費5万円、使賃料5万円】 実績【交通費3万円、消耗品費2万円、使賃料5万円】 ⇒ 変更申請が必要
・事業の追加、実施場所の変更（県内合宿や県内合同練習会の実施場所の変更は申請不要）

◆申請が不要な変更内容
・交付決定額から３割以内の減額
・軽微な変更（期日が１～２週間変更、宿舎の変更、参加人数の変更）



（第５号様式の２）

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第　回 第　回 第　回 第　回 第　回

1 ● ○ ○ ○ ○ ○

2 ● ○ ○

3

4

5

1 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

2 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

3 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

4 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

5 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

6 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

7 ● 3 ○ ○ ○ ○

8 ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

9 ● 2 ○

10 ● 2 ○

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

指　　導　　者　　・　　参　　加　　者　　変　　更　　名　　簿

番号 氏　　　　名 年齢 勤務先又は学校名 学年
参加状況（参加者○印）

指
導
者

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 株式会社●●

参
　
　
　
　
加
　
　
　
　
者

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

対象者はプルダウンから○を選択

補助対象者であるか確認（対象者以外は記載しない）
成年・少年…競技団体が指定する強化指定選手のみ
ジュニア…補助対象者の制限なし（学年は概ね小４～中３が対象）
※補助対象人数の上限は少年・成年種別に準ずる（体験・発掘を除く）



（第６号様式）

１．　収入の部

（ 800,000 ） （ 35,000 ） （ 167,000 ） （ 458,000 ） （ 140,000 ） （ 0 ） （ ） （ ） （ ）

（ 41,400 ） （ 400 ） （ 18,000 ） （ 18,000 ） （ 5,000 ） （ 0 ） （ ） （ ） （ ）

（ 841,400 ） （ 35,400 ） （ 185,000 ） （ 476,000 ） （ 145,000 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

２．支出の部

（ 584,400 ） （ 5,400 ） （ 0 ） （ 468,000 ） （ 111,000 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

（ 305,400 ） （ 5,400 ） （ ） （ 252,000 ） （ 48,000 ） （ 0 ） （ ） （ ） （ ）

（ 279,000 ） （ ） （ ） （ 216,000 ） （ 63,000 ） （ 0 ） （ ） （ ） （ ）

（ 43,000 ） （ ） （ 35,000 ） （ 8,000 ） （ ） （ 0 ） （ ） （ ） （ ）

（ 10,000 ） （ ） （ ） （ ） （ 10,000 ） （ ） （ ） （ ） （ ）

（ 180,000 ） （ 30,000 ） （ 150,000 ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

（ 24,000 ） （ ） （ ） （ ） （ 24,000 ） （ ） （ ） （ ） （ ）

0

（ 841,400 ） （ 35,400 ） （ 185,000 ） （ 476,000 ） （ 145,000 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

※　下段の（　　　　　　）は当初申請額を記入し、上段に変更後の申請額を記入してください。

0 0 0

24,000

270,500

24,000

1,043,400 33,400 190,000 405,000 144,500

0

178,000 28,000 150,000

5,000

10,000 10,000

85,500

50,000 40,000 5,000

180,000

337,000 184,000 67,500

8,000 5,500

444,400 5,400 216,000 43,000

400,000 110,500

20,000

265,500 0 0 00

33,400 190,000

事　　　　　　　業　　　　　　　別　　　　　　　予　　　　　　　算　　　　　　　額

第　４　回 第　５　回

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）収支変更予算書

第　３　回 第　４　回

1,000,000

405,000

170,000

144,500 270,500 0

400

備　　　　　　考
第　　　　回

0 0

9,500

備　　　　　　考
第　　　　回

33,000

事　　　　　　　業　　　　　　　別　　　　　　　予　　　　　　　算　　　　　　　額

397,000 139,000 261,000

第　５　回 第　　　　回第　　　　回

合　　　　　　　計

（宿　泊　費）

科目

科目

県スポーツ協会補助金

負　　　担　　　金

合　　　　　　計

（交　通　費）

旅　　　　　　費

印刷製本費

消  耗  品  費

通信運搬費

使用料及び賃借料

参加費

第　１　回 第　２　回

43,400

1,043,400

781,400 5,400

ｼﾞｭﾆｱ種別における体験教
室等のﾁﾗｼ等作製に限り
対象

第　　　　回 第　　　　回

予算総額

予算総額
第　１　回 第　２　回 第　３　回

下段（ ）内には当初申請額（収支予算書（第３号様式））の
金額を記載

県スポーツ協会補助金の予算総額＝変更交付申請額
対象外経費は負担金に計上

「収支変更予算書積算内訳（第６号様式の2）」で積算した
金額を科目毎に記載

旅費＝交通費＋宿泊費
（交通費と宿泊費の合計が自動で表示されます）

各事業の「収入の部」と「支出の部」の予算額合計は
同額になります。同額でない場合、自動でセルが黄色
になります

色付きのセルのみ入力
（色なしセルは自動で表示されます）

色付きのセルのみ入力
（色なしセルは自動で表示されます）



（第６号様式の２）　　　　　

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）収支変更予算書積算内訳

回数 積算内訳 回数 積算内訳

第
1
回

【交通費】5,400円（うち４００円負担金）
　７５㎞×２０円×２（往復）＝3,000円
　６０㎞×２０円×２（往復）＝2,400円

【使用料及び賃借料】　●●体育館使用料　28,000円

第
5
回

【交通費】
　ＪＲ（和歌山～●●）
　10,000円×２（往復）×９人＝180,000円（うち9,000円負担金）

【宿泊費】　@9,500円×１泊×９人＝85,500円　（うち５００円負担金）
　
【消耗品費】　飲料水、氷　5,000円

第
2
回

【消耗品費】40,000円（うち20,000円負担金）
　飲料水、氷　4,000円
　ボール　@1,200円×３０個＝36,000円

【使用料及び賃借料】　●●体育館使用料　@2,500円×6か月＝150,000円

第

回

第
3
回

【交通費】
　ＪＲ（和歌山～●●）
　13,500円×２（往復）×８人＝216,000円

【宿泊費】　@11,500円×２泊×８人＝184,000円
　　　　　　　　（うち上限額超過分の@500円×２泊×８人＝8,000円負担金）

【消耗品費】　飲料水、氷　5,000円

第

回

第
4
回

【交通費】　レンタカー　43,000円（うち5,000円負担金）

【宿泊費】　@7,500円×１泊×９人＝67,500円（うち５００円負担金）

【通信運搬費】　競技用具輸送　10,000円

【参加費】　@3,000円×８人＝24,000円

第

回



（第６号様式の３）

運転者

の自宅最寄駅

会場所在地 ① ●●　●● ●●市●● ●● ①
対人　無制限
対物　無制限

75 ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ●● ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ●●　●● ●●市●● ●● ①
対人　無制限
対物　無制限

60 ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ●● ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ①
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ①
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ①
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

※　運転者自宅の最寄り駅から会場最寄駅の営業距離がわかる資料を添付してください。

1

1

自家用車運転者変更名簿

回 場　　　　所 運転者名 運転者住所
自家用車保険

備　　　考
（任意保険）の内容

運転者自宅の最寄駅

から会場最寄駅の営業距離

※　自家用車の台数は、事業参加人数を５で除した台数を上限とする。（端数切り上げ）

●●県●●市

●●県●●市 Yahoo路線等で距離を確認
対象となるのは、通常とりうる最短距離
記載する距離は片道の距離
（距離数のわかる資料を添付）
小数点以下切り捨て

「指導者・参加者変更名簿（第５号様式の
２）」に記載されている人物か確認

会場最寄駅、運転者の自宅最寄駅は、それぞ
れの住所を基にインターネットで調べる



（第７号様式）

 公益社団法人　和歌山県スポーツ協会

 　会　長　宮　﨑　泉　様

所 在 地

団 体 名　

団体長名　

中止（廃止）の理由

１部　　　

氏名
連絡先
E-mail

記

第　　　　　号

令和●●年●●月●●日

●●●●●●

和歌山県●●協会（連盟）

会長 ●●　●●

　天候不良により、予定していた事業が中止となったため。

記載責任者

●●　●●
222-222-222
wakayama@E-mail

令和●年度トップアスリート育成事業費

（　ジュニア ・ 少年 ・ 成年強化事業　）

補　助　金　中　止　（　廃　止　）　承　認　申　請　書

種別【成年男子】　実施回数【第　１　回】

　令和●年●月●日付け和ス協第●号で交付決定を受けた標記補助金に係
る補助事業を下記の理由により中止（廃止）したいので、公益社団法人和歌
山県スポーツ協会トップアスリート育成事業費（ジュニア・少年・成年強化事
業）補助金交付要綱第７条第２項の規定により申請します。

記載責任者は、原則、補助対象になっていない者かつ競技団
体内の予算を把握している者としてください。（交付申請書及
び実績報告書に関し疑義が生じた場合は記載責任者にお問
い合わせさせていただきます。）

記載責任者を明記することで押印が不要



（第８号様式）

 公益社団法人　和歌山県スポーツ協会

 　会　長　 宮　﨑　　泉　様

所 在 地

団 体 名　

団体長名　

１　事業実績報告書

２　収支決算書

　　　　　 １部　　　

氏名
連絡先
E-mail

和歌山県●●協会（連盟）

第　　　　　号

令和●●年●●月●●日

●●　●●

種別【少年男子】　実施回数【第　１　回　～　第　５　回】

記載責任者

●●●●●●

●●　●●

補　助　金　実　績　報　告　書

会長

222-222-222
wakayama@E-mail

　　令和●年●月●日付け和ス協第●号で交付決定を受けた標記補助金に
ついて、公益社団法人和歌山県スポーツ協会トップアスリート育成事業費
（ジュニア・少年・成年強化事業）補助金交付要綱第８条の規定により、関係書
類を添えて報告します。

記

令和●年度トップアスリート育成事業費

（　ジュニア ・ 少年 ・ 成年強化事業　）

報告日は必ず全事業終了後の日付かつ、全領収
書発行日以降の日付
※原則、全事業終了後１ヶ月以内、もしくは各年
度３月１０日までのどちらか早い日付までに報告

記載責任者は、原則、補助対象になっていない者かつ競技団
体内の予算を把握している者としてください。（交付申請書及
び実績報告書に関し疑義が生じた場合は記載責任者にお問
い合わせさせていただきます。）

記載責任者を明記することで押印が不要



（第９号様式）

回 事業名 期日 事業成果

4/19(土) 所在地 ●●県●●市 所在地 指導者 2 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 8 名

4/20(日) 会場名 ●● 宿舎名 計 10 名 ＴＥＬ 111-111-111

5/1(木) 所在地 ●●県●●市 所在地 指導者 2 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 10 名

10/31(金) 会場名 ●● 宿舎名 計 12 名 ＴＥＬ 111-111-111

6/20(金) 所在地 ●●県●●市 所在地 ●●県●●市 指導者 1 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 7 名

6/22(日) 会場名 ●● 宿舎名 ●● 計 8 名 ＴＥＬ 111-111-111

7/5(土) 所在地 ●●県●●市 所在地 ●●県●●市 指導者 1 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 8 名

7/6(日) 会場名 ●● 宿舎名 ●● 計 9 名 ＴＥＬ 111-111-111

8/6(水) 所在地 ●●県●●市 所在地 ●●県●●市 指導者 1 名 氏　名 ●●　●●

～ 選　手 8 名

8/8(金) 会場名 ●● 宿舎名 ●● 計 9 名 ＴＥＬ 111-111-111

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

～ 選　手 名

会場名 宿舎名 計 0 名 ＴＥＬ

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

～ 選　手 名

会場名 宿舎名 計 0 名 ＴＥＬ

所在地 所在地 指導者 名 氏　名

～ 選　手 名

会場名 宿舎名 計 0 名 ＴＥＬ

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）実績報告書

場所 宿舎名 参加人員 責任者

1 県内合宿
種別合同での県内合宿を実施し、強化指定選手である成
年種別●名も参加した。

2 合同練習会
毎週●曜日、●曜日実施（計●回）
主な練習内容としては●●、●●を中心に継続的な練習
会を実施した。

3 県外遠征
●●県選抜チームとの練習試合。
試合結果：●●
※課題や成果を簡潔に記載

4 県外大会
●●大会
試合結果：１００ｍ　●●　●位、走り高跳　●●　●位

5 県外遠征
●●県選抜チームとの練習試合。
試合結果：●●
※課題や成果を簡潔に記載

年/月/日を入力すると自動で曜日が
表示されます。
例）2026/4/1と入力すると4/1(水)

と表示される

宿泊費を計上する場合は必ず記入

プルダウンから選択
指導者数と選手の人数を入力す
ると自動で合計値が表示される

できるだけ詳細に記入
練習試合や大会の場合は、結果を記載
また、課題や成果を簡潔に記載



（第９号様式の２）

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第　回 第　回 第　回 第　回 第　回

1 ● ○ ○ ○ ○ ○

2 ● ○ ○

3

4

5

1 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

2 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

3 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

4 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

5 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

6 ● 3 ○ ○ ○ ○ ○

7 ● 3 ○ ○ ○ ○

8 ● 2 ○ ○ ○ ○ ○

9 ● 2 ○

10 ● 2 ○

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

指　　導　　者　　・　　参　　加　　者　　実　　績　　名　　簿

番号 氏　　　　名 年齢 勤務先又は学校名 学年
参加状況（参加者○印）

指
導
者

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 株式会社●●

参
　
　
　
　
加
　
　
　
　
者

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

●●　●● 和歌山県立●●高等学校

対象者はプルダウンから○を選択

補助対象者であるか確認（対象者以外は記載しない）
成年・少年…競技団体が指定する強化指定選手のみ
ジュニア…補助対象者の制限なし（学年は概ね小４～中３が対象）
※補助対象人数の上限は少年・成年種別に準ずる（体験・発掘を除く）



（第１０号様式）

１．　収入の部

第　１　回 第　２　回 第　３　回 第　４　回 第　５　回 第　　　回 第　　　回 第　　　回

1,000,000 1,000,000 0 33,000 170,000 397,000 139,000 261,000

43,400 40,720 ▲ 2,680 200 19,680 7,370 4,050 9,420

1,043,400 1,040,720 ▲ 2,680 33,200 189,680 404,370 143,050 270,420 0 0 0

２．支出の部

第　１　回 第　２　回 第　３　回 第　４　回 第　５　回 第　　　回 第　　　回 第　　　回

781,400 779,950 ▲ 1,450 5,400 0 400,000 109,050 265,500 0 0 0

（交　通　費） 444,400 448,800 4,400 5,400 216,000 43,800 183,600

（宿　泊　費） 337,000 331,150 ▲ 5,850 184,000 65,250 81,900

50,000 48,970 ▲ 1,030 39,680 4,370 4,920

10,000 10,000 0 10,000

178,000 177,800 ▲ 200 27,800 150,000

24,000 24,000 0 24,000

0 0
ｼﾞｭﾆｱ種別における体験教室
等のﾁﾗｼ等作製に限り対象

1,043,400 1,040,720 ▲ 2,680 33,200 189,680 404,370 143,050 270,420 0 0 0合　　　　　　　計

消  耗  品  費

通信運搬費

印刷製本費

使用料及び賃借料

参加費

旅　　　　　　費

予算総額 備　　　　　　考

予算総額 備　　　　　　考

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）収支決算書

決算総額
▲

増　減

事　　　　　　　業　　　　　　　別　　　　　　　決　　　　　　　算　　　　　　　額

事　　　　　　　業　　　　　　　別　　　　　　　決　　　　　　　算　　　　　　　額

負　　　担　　　金

合　　　　　　計

決算総額
▲

増　減

科目

科目

県スポーツ協会補助金

各事業の「収入の部」と「支出の部」の決算額合計は
同額になります。同額でない場合、自動でセルが黄色
になります

色付きのセルのみ入力
（色なしセルは自動で表示されます）

色付きのセルのみ入力
（色なしセルは自動で表示されます）

予算総額は、収支予算書（第３号様式）の予算総額と一致
変更申請をしている場合は収支変更予算書（第６号様式）の予算額と一致

対象外経費は負担金に計上



（第１１号様式）

運転者

の自宅最寄駅

会場所在地 ① ●●　●● ●●市●● ●● ①
対人　無制限
対物　無制限

75 ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ●● ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ●●　●● ●●市●● ●● ①
対人　無制限
対物　無制限

60 ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ●● ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ①
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ①
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場所在地 ① ①
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

② ②
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

会場最寄駅 ③ ③
対人　　　　　　円
対物　　　　　　円

ｋｍ

※　運転者自宅の最寄り駅から会場最寄駅の営業距離がわかる資料を添付してください。

1

1

自家用車運転者実績名簿

回 場　　　　所 運転者名 運転者住所
自家用車保険

備　　　考
（任意保険）の内容

運転者自宅の最寄駅

から会場最寄駅の営業距離

※　自家用車の台数は、事業参加人数を５で除した台数を上限とする。（端数切り上げ）

●●県●●市

●●県●●市 Yahoo路線等で距離を確認
対象となるのは、通常とりうる最短距離
記載する距離は片道の距離
（距離数のわかる資料を添付）
小数点以下切り捨て

「指導者・参加者実績名簿（第８号様式の
２）」に記載されている人物か確認

会場最寄駅、運転者の自宅最寄駅は、それぞ
れの住所を基にインターネットで調べる



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明

領収書添付欄

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

令和6年4月20日

5,400

７５㎞×２０円×２（往復）＝3,000円
６０㎞×２０円×２（往復）＝2,400円

交　通　費

第　１　回

科目はプルダウンから選択



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明

交　通　費

第　●　回

令和6年9月6日

31,000

ＪＲ（●●～●●）　@15,500円×２（往復）×１人
（うち負担金●円）

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

科目はプルダウンから選択

宛名は競技団体名
※個人名等、競技団体と特定できない場合は不可

事業実施日や領収書の日付ではなく実
際に支払った日を記載
この場合は領収日＝実際に支払った日

支払金額の具体的な内容を記載
負担金があれば記載



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明

交　通　費

第　●　回

令和6年9月5日

150,230

南海（●●～●●）　@●●円×２（往復）×●人
南海（●●～●●）　@●●円×２（往復）×●人

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

旅行会社の領収書の場合、但し書に内訳を記載
宿泊費とパッケージになっており、内訳がわからない場合は請求書等、内訳がわかる書類
を添付



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明

交　通　費

第　●　回

令和6年5月29日、31日

11,460

有料道路料金（●●～▲▲）　@5,730円×２（往
復）

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

ＥＴＣカードを利用した場合、利用証明書を添付

利用証明書は通行料金が確定したことを表す「確」の表示があるものを添付すること
利用証明書に「確」が表示されるまでの期間はおおよそ以下のとおり
１日から７日までの利用分 当月２０日ごろに確定
８日から１５日までの利用分 当月２７日ごろに確定
１６日から２５日までの利用分 翌月７日ごろに確定
２６日から末日までの利用分 翌月１２日ごろに確定



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明

令和●年●月●日　　　

交　通　費（　燃　料　費　）

第　●　回

令和●年●月●日

●●

●㎞（●●⇔●●）×２０円×２（往復）＝●●円

支払証明書
　燃料費として　●●円支払ったことを証明します。

　　　　　　　　　　　　和歌山県●●協会（連盟）
　　　　　　　　　　　　　会長　●●　●●　印

　住所

　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

※　受領者の領収書を貼付してください。

領収書

　　　和歌山県●●●●●●協会（連盟）

　　　　会長　●●　●●　様

金　　　　　　　　　　●●　　　　　　　　　　円也

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但し、第●回事業の燃料費として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上記正に領収いたしました。

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

押印必要

押印必要



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明 12,000円×２泊×１０人
（うち上限を超過した@1,000円×２泊×１０人＝20,000円は負担金）

第　●　回

令和6年11月5日

240,000

宿　泊　費
トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

今回は銀行振込なので、振
込日を記載

上限１人１泊11,000円を超過した場
合は、超過分を負担金として計上

但し書に宿泊費、人数、単価を記載
但し書に記載がない場合は、請求書等を添付

５万円以上なので収入印紙貼付（割印）



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明 ボール@26,400円×３ダース

79,200

消 耗 品 費

第　●　回

令和6年8月7日

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

但し書に、品名、単価、個数を記載
但し書に記載がない場合は、請求書等を添付



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明

消 耗 品 費

第　●　回

令和6年6月9日

5,767

うちタブレット８５５円は負担金

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

対象外経費があれば負担金として計上

スーパー等の領収書の場合は、明細も添付



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明

通信運搬費

第　●　回

令和6年10月5日

7,380

発送元●●～発送先●●　競技用具名

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

競技用具の運搬のみ対象
※個人の荷物（衣類等）は対象外



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明

使用料及び賃借料

第　●　回

令和6年6月15日

7,380

市立松下体育館使用料（７/２０、２１　８時～１７時）
（うち会議室９３０円＋椅子1,540円＝2,470円は負担金）

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

会場管理者等の発行する明細が記載
された領収書を添付
使用日等の記載がない場合は、施設利
用許可書等を添付

宛名は競技団体名
個人名等、競技団体と特定できない
場合は不可



（第１２号様式）

科　　目

回　　　　　 　　 数

支　払　年　月　日

支 　 払 　 金 　 額

説　　           　 明

参加費

第　●　回

令和7年8月21日

20,000

2025年度全日本●●●選手権大会参加料
@2,000円×10名分

トップアスリート育成事業（ジュニア・少年・成年強化事業）に要した経費の証拠書類

大会主催者が発行する領収書を添付
大会名、人数、単価を記載

宛名は競技団体名
個人名等、競技団体と特定できない
場合は不可



（第１３号様式）

公益社団法人 和歌山県スポーツ協会

 　会　長　 宮　﨑　　泉　様

金

（１）交付決定額 円

（２）支払い済額 円

（３）残　　　　 額 円

　　上記のとおり請求します。

令和●年●月●日

会長

【振込先】

金融機関名（本/支店・出張所名）

Ｎｏ．

請求書（概算払い）

800,000 円也

800,000

0

【種別：少年男子】【実施回数：第　１　回　～　第　４　回】

※ゆうちょ銀行を振込先に指定する場合、支
　店名及び口座番号にかえて他の金融機関
　からの振込を受ける際に使用する「振込用

　の店番名及び口座番号」を記入して下さい。

会計担当者氏名

会計担当者連絡先 222-222-222

●●　●●

●●●●●●

●●　●●

所在地

団体名

　口座名義 ●●●●●●

111111

フリガナ

0

但し、令和●年度トップアスリート育成事業費

（ジュニア・少年・成年強化事業） 補  助  金

和歌山県●●協会（連盟）

（　●●支店　）

代表者名

●●●●●●

（　普通　・　当座　）

●●銀行

（１）交付決定額：交付決定額を記載。
（２）支払い済額：既に請求済みの金額を記載
（３）残額：（１）ー（２）ー請求金額＝（３）

当初交付決定後の概算払い

会計担当者の氏名・連絡先を記載することで押印が不要

会計担当者は、請求書の発行・送付等を担当する者
記載責任者＝会計担当者の場合は同一人物でも構いません



（第１３号様式）

公益社団法人 和歌山県スポーツ協会

 　会　長　 宮　﨑　　泉　様

金

（１）交付決定額 円

（２）支払い済額 円

（３）残　　　　 額 円

　　上記のとおり請求します。

令和●年●月●日

会長

【振込先】

金融機関名（本/支店・出張所名）

Ｎｏ．

請求書（概算払い）

200,000 円也

1,000,000

800,000

0

但し、令和●年度トップアスリート育成事業費

（ジュニア・少年・成年強化事業） 補  助  金

所在地 ●●●●●●

団体名 和歌山県●●協会（連盟）

【種別：少年男子】【実施回数：第　１　回　～　第　５　回】

●●●●●●

代表者名 ●●　●●

●●銀行 （　●●支店　）

※ゆうちょ銀行を振込先に指定する場合、支
　店名及び口座番号にかえて他の金融機関
　からの振込を受ける際に使用する「振込用

　の店番名及び口座番号」を記入して下さい。

会計担当者氏名 ●●　●●

会計担当者連絡先 222-222-222

（　普通　・　当座　） 111111

フリガナ ●●●●●●

　口座名義

（１）交付決定額：変更後の交付決定額を記載。
（２）支払い済額：既に請求済みの金額を記載
（３）残額：（１）ー（２）ー請求金額＝（３）

変更交付決定後、２回目の概算払い

会計担当者は、請求書の発行・送付等を担当する者
記載責任者＝会計担当者の場合は同一人物でも構いません

会計担当者の氏名・連絡先を記載することで押印が不要



（第１３号様式）

公益社団法人 和歌山県スポーツ協会

 　会　長　 宮　﨑　　泉　様

金

（１）確　 定　 額 円

（２）支払い済額 円

（３）残　　　　 額 円

　　上記のとおり請求します。

令和●年●月●日

会長

【振込先】

金融機関名（本/支店・出張所名）

Ｎｏ．

請求書（精算払い）

800,000 円也

800,000

0

0

但し、令和●年度トップアスリート育成事業費

（ジュニア・少年・成年強化事業） 補  助  金

所在地 ●●●●●●

団体名 和歌山県●●協会（連盟）

【種別：少年男子】【実施回数：第　１　回　～　第　４　回】

（　普通　・　当座　）

代表者名 ●●　●●

●●銀行 （　●●支店　）

※ゆうちょ銀行を振込先に指定する場合、支
　店名及び口座番号にかえて他の金融機関
　からの振込を受ける際に使用する「振込用

　の店番名及び口座番号」を記入して下さい。
会計担当者連絡先 222-222-222

111111

フリガナ ●●●●●●

　口座名義 ●●●●●●

会計担当者氏名 ●●　●●

（１）確定額：確定額を記載。
（２）支払い済額：既に請求済みの金額を記載
（３）残額：（１）ー（２）ー請求金額＝（３）

額の確定後に精算払いする場合

会計担当者は、請求書の発行・送付等を担当する者
記載責任者＝会計担当者の場合は同一人物でも構いません

会計担当者の氏名・連絡先を記載することで押印が不要



（第１３号様式）

公益社団法人 和歌山県スポーツ協会

 　会　長　 宮　﨑　　泉　様

金

（１）確　 定　 額 円

（２）支払い済額 円

（３）残　　　　 額 円

　　上記のとおり請求します。

令和●年●月●日

会長

【振込先】

金融機関名（本/支店・出張所名）

Ｎｏ．

請求書（精算払い）

200,000 円也

1,000,000

800,000

0

但し、令和●年度トップアスリート育成事業費

（ジュニア・少年・成年強化事業） 補  助  金

所在地 ●●●●●●

団体名 和歌山県●●協会（連盟）

【種別：少年男子】【実施回数：第　１　回　～　第　５　回】

●●●●●●

代表者名 ●●　●●

●●銀行 （　●●支店　）

※ゆうちょ銀行を振込先に指定する場合、支
　店名及び口座番号にかえて他の金融機関
　からの振込を受ける際に使用する「振込用

　の店番名及び口座番号」を記入して下さい。

会計担当者氏名 ●●　●●

会計担当者連絡先 222-222-222

（　普通　・　当座　） 111111

フリガナ ●●●●●●

　口座名義

（１）確定額：確定額を記載。
（２）支払い済額：既に請求済みの金額を記載
（３）残額：（１）ー（２）ー請求金額＝（３）

概算払後に変更交付申請し、額の
確定後、残額を精算払いする場合

会計担当者は、請求書の発行・送付等を担当する者
記載責任者＝会計担当者の場合は同一人物でも構いません

会計担当者の氏名・連絡先を記載することで押印が不要


